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夏目的3妊娠末才鋸こおいてインスリン抵抗性が増大することは  

知られているが，その詳細な機序については未だ明らかではな  

い∴今回我々は妊娠マウスの脂肪組織におけるアデイポネクナ  

ン遺伝子の発現を検討した。㌃方法ヨ‡CRマウスを用いて妊娠5，  

10，15，18畳言で腹腔内脂朋を採取し，その ▲郎よりAGPC法に  

よりtoねi貰モNAを紬耕し，RNase protection assay（RPA）法に  

てアデイポネクテンのmRNA素を定量し，血清倦，腹腔内脂肪  

細胞の形態を検討した．E成績】妊娠時では，妊娠後半期に，  

本温伝子発朔及び血清植は有意に低下し，脂肪細胞の肥大化を  

認めた．路盤緋 妊娠末期におけるインスリン抵抗性の原因の  

」・つとして腹腔内脂肪組織のアデイポネクナン避イ云子の発現が  

関与している吋餞性が示唆された．  

【 S－151一－   


